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関連各位殿 

2011年 5月 13日 

全国ＳａａＳベンダー連合会 

東日本大震災復興支援クラウドフォーラム 

代表幹事 鈴木 彰 
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日頃は、ＳａａＳ・クラウドの普及推進にご支援賜りまことにありがとうございます。全国ＳａａＳベンダー連合

会では、３月１１日の震災直後からＳａａＳクラウドベンダーと被災地域のＩＴベンダーとが協力・情報交換を実

施し、クラウドコンピューティングを活用した震災復興支援について、きわめて具体的かつ事例別に討議して

きました。 

その結果、震災後の第一ステップの「救済」フェーズから第二ステップの「復旧」フェーズに移行しつつある

現状において、また次に必要な第三ステップの産業・経済の「復興」フェーズにおいても、クラウドコンピューテ

ィングの活用が大きく貢献する可能性があることが判明しました。特に政府方針である「創造的復興」には情

報システムとしてクラウドコンピューティングは欠かせない存在との認識に至りました。 

そこで本会において、「東日本大震災復興支援クラウドフォーラム」を設立し、現地「東北ＳａａＳ連合会」エ

キスパートメンバーとの情報共有の場とすることにより、提案・提言、および一部具体的なシステムや仕組み

の構築、さらには実現するためのアライアンスチームの設置などを実施していくこととなりました。 

今後は行政当局にもご相談させていただき、創造的復興の実現に微力ながら貢献するべく、活動を実施さ

せて頂く所存です。 

つきましては、ぜひ皆様のご支援ご鞭撻のほどお願い申し上げます。 

 

記 

 

１．設立日：２０１１年５月１６日（月） 

 

２．設立の趣旨 

 東日本大震災における復興活動において、クラウドコンピューティング・ネットコンピューティングを有効

に活用するアイデアの発掘と、アライアンスによる個別プロジェクトの創出を実施します。それにより、高

い効率・迅速性・安全性・低コストを特徴とするクラウドによる情報化基盤の普及を被災地域に展開し、

創造的復興に大きく貢献することを趣旨とします。 

具体的には、復興に貢献する具体的なクラウドコンピューティングについて、社会や行政に対する提

案・提言、および仕組みの構築、さらには実現アライアンスチームの設置によるプロジェクトの実施など

を実施します。 

 

３．代表幹事：鈴木彰 
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４．位置付け：全国ＳａａＳベンダー連合会の傘下組織とし、東北ＳａａＳ連合会と連携する。 

 

５．設立時参画団体・企業名（ＡＢＣあいうえお順） 

 

電気通信大学、石巻専修大学、㈳千葉ＩＴ経営センター、 

㈱Ａｇａｔｅ、㈱ＡＴ情報研、ｇｏｏｗａ㈱、㈱ＩＴ経営コンサルティング、Ｍ&Ｉプリンシプル・コンサルティング事

務所、ＮＣＲＩ㈱、ＮＥＣネッツエスアイ㈱、ＮＥＣビッグローブ㈱、ＮＥＷジャパン㈱、ＯＡ通信サービス㈱、

ＯｒａｎｇｅＯｎｅ㈱、㈱Ｔ３、㈱アーキエムズ、㈲アプリコットファクトリー、㈱イーフォーシーリンク、㈱イマジ

ン・ラボ、㈲インキューブ、㈱ウイン・コンサル、㈱エイ・アイ・エス、㈱エイ・シー・ティ、エイデイケイ富士シ

ステム㈱、㈱エイブルワーク、㈱エス・ケイ、㈱エスワイシステム、エプソン販売㈱、㈱エムシス、㈱エレク

トリック・マテリアル、河村電器産業㈱、ギガ・フラッド㈲、㈱共栄データセンター、協和テクノロジィズ㈱、

近畿日本ツーリスト㈱、㈱クレオ、㈱クレオマーケティングﾞ、㈱クロスソフトウェア、㈱ココム、ＮＰＯ法人

子ども文化コミュニティ、㈱シイズ、㈱システムディ、ジスクソフト㈱、㈲システムウイング、新明和ソフトテ

クノロジ㈱、㈱すららネット、㈱デーコム、㈱デジジャパン、㈱電通国際情報サービス、トーテックアメニテ

ィ㈱、日東工業㈱、㈱日本コスモトピア、日本ユニシス㈱、㈱ネオレックス、バイザー㈱、ハッピーネット㈱、

㈱ピコ・ナレッジ、日比谷総合設備㈱、フクジンコンサルタンツ㈱、富士通㈱、㈱富士通東北システムズ、

ベーステクノロジー㈱、㈱メディア・リンク・ウェイ、㈱ラネックス、ユーザーサイド㈱ 

 

（現在参加企業増加中：参加希望企業は下記窓口へご連絡ください） 

 

６．問い合わせ先：震災復興支援クラウドフォーラム事務局  info@rengoukai.net 

 

以上 


